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広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
中
区
中
島

町
の
広
島
国
際
会
議
場
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ル
で
十
月
五
日
、「
商
工
会
法
施
行

五
十
周
年
記
念
商
工
会
広
島
県
大
会
」
を

盛
大
に
挙
行
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
五
十
周
年
の
節
目
に
誕

生
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
新
た
な
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
『
あ
な
た
に
、
と
こ
と
ん
。』

の
も
と
で
県
内
二
万
五
千
会
員
の
総
力
と

英
知
を
結
集
し
て
、
地
域
の
総
合
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
誓
う
と
と
も
に
、
商
工

会
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
果
た
す
べ
く
決
意

を
表
明
す
る
目
的
で
開
い
た
も
の
。
中
国

経
済
産
業
局
長
、
広
島
県
知
事
、
広
島
県

議
会
議
長
な
ど
、
関
係
機
関
の
代
表
者
多

数
を
来
賓
に
迎
え
、
県
内
商
工
会
の
関
係

者
ら
約
一
〇
〇
〇
人
が
集
い
ま
し
た
。

『
元
気
な
経
営
、
笑
顔
の
ま
ち
へ
、
商

工
会
は
全
力
で
進
み
ま
す
』
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
大
会
で
は
次
代
に
向
け
た
決

意
表
明
を
行
い
、
経
営
改
善
普
及
事
業
な

ど
の
功
労
者
を
称
え
る
記
念
式
典
（
第
一

部
）、
青
年
部
・
女
性
部
の
代
表
者
に
よ

る
主
張
発
表
（
第
二
部
）、
国
内
外
で
注

目
を
集
め
て
い
る
世
界
的
職
人
、
岡
野
雅

行
氏
の
記
念
講
演
会
（
第
三
部
）
を
開
催

し
ま
し
た
。

第
一
部

記
念
式
典
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大
会
挨
拶
に
立
っ
た
植
田
賢
治
会
長

は
、「
こ
こ
で
五
十
周
年
の
喜
び
を
分
か

ち
合
え
る
の
は
、
不
断
の
努
力
と
情
熱
を

も
っ
て
商
工
会
の
礎
を
築
い
た
先
達
の
賜

物
で
あ
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
」

と
、
商
工
会
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
人

た
ち
の
労
苦
や
貢
献
に
深
く
謝
意
を
表

明
。「
五
十
年
間
幾
多
の
経
済
環
境
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
、
商
工
会
は
地
域
経

済
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
」
と
感
慨
深

そ
う
に
語
っ
て
、
十
年
刻
み
で
商
工
会
の

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

六
十
年
代
は
商
工
会
組
織
の
基
盤
づ
く

り
の
た
め
の
誕
生
期
、
七
十
年
代
は
基
礎

的
経
営
支
援
の
確
立
を
図
っ
た
成
長
期
、

八
十
年
代
は
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て

飛
躍
を
遂
げ
た
発
展
期
と
植
田
会
長
は
述

懐
。
一
方
で
、
九
十
年
代
は
技
術
革
新
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
社
会
構
造
が
大
き
く

変
動
し
、
続
く
十
年
は
、
地
方
分
権
改
革

や
商
工
会
合
併
・
再
編
の
急
加
速
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
な
ど
で
商
工
会
を
取
り
巻

く
環
境
が
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
た
と
指
摘

し
た
上
で
、「
商
工
会
誕
生
以
来
の
基
本

理
念
に
立
ち
返
り
、
巡
回
訪
問
の
徹
底
な

ど
き
め
細
か
い
指
導
体
制
を
確
立
す
る
と

と
も
に
役
職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
真

に
必
要
と
さ
れ
る
組
織
に
生
ま
れ
変
わ
る

必
要
が
あ
る
」
と
強
い
危
機
感
を
表
明
。

『
あ
な
た
に
、
と
こ
と
ん
』
と
は
、
商

工
会
が
地
域
振
興
・
発
展
の
リ
ー
ダ
ー
的

役
割
を
担
う
決
意
の
表
れ
で
あ
る
と
述

べ
、「
今
日
か
ら
新
た
な
歩
み
の
始
ま
り
。

県
内
二
万
五
千
会
員
の
総
力
と
英
知
を
結

集
し
、
次
な
る
五
十
年
に
向
け
て
大
い
な

る
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
」
と
力
強
く
呼
び

か
け
ま
し
た
。

続
い
て
井
上
文
江
県
女
性
連
会
長
が
、

満
場
の
参
加
者
に
向
け
て
商
工
会
の
さ
ら

な
る
飛
躍
を
誓
う
決
意
表
明
文
を
朗
読
。

井
上
会
長
が
一
言
一
句
丁
寧
に
感
情
を
込

め
て
決
意
表
明
文
を
読
み
上
げ
る
と
、
場

内
は
万
雷
の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
陣
山
繁
紀
中
国
経
済
産
業
局

総
務
企
画
部
長
（
井
辺
國
夫
中
国
経
済
産

業
局
長
代
理
）、
湯
闢
英
彦
広
島
県
知
事
、

林
正
夫
広
島
県
議
会
議
長
の
三
氏
が
来
賓

を
代
表
し
て
祝
辞
を
披
露
。

陣
山
総
務
企
画
部
長
は
、「
絶
え
間
な

い
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
、
商
工
会
が
中

小
企
業
支
援
機
関
と
し
て
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
他
支
援
機
関
と

の
連
携
も
強
め
て
、
今
後
ま
す
ま
す
多
様

化
、
高
度
化
す
る
会
員
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か

つ
的
確
に
対
応
し
て
ほ
し
い
、
と
商
工
会

の
い
っ
そ
う
発
展
に
期
待
感
を
示
し
ま
し

た
。湯

闢
県
知
事
は
、
県
経
済
の
道
を
開
き
、

広
島
の
発
展
を
方
向
づ
け
る
大
き
な
鍵
は

県
内
の
中
小
企
業
が
握
っ
て
い
る
と
し

て
、「
商
工
会
活
動
の
原
点
で
あ
る
会
員

広島県商工会女性部連合会　井上文江会長
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サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
、
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
。

「
県
と
し
て
も
中
小
企
業
支
援
に
最
大
限

の
力
を
発
揮
し
て
取
り
組
む
」
と
心
強
い

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

林
議
長
は
、
商
工
会
が
原
点
に
立
ち
返

り
、
巡
回
訪
問
が
最
大
使
命
で
あ
る
と
明

確
に
位
置
付
け
た
こ
と
に
対
し
て
、「
誠

に
心
強
い
」
と
評
価
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
市
場
規
模
の
縮
小
化
な
ど
今
後
も

厳
し
い
状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
中
、

「
五
十
周
年
を
契
機
に
地
域
社
会
の
さ
ら

な
る
発
展
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
ほ
し

い
」
と
関
係
者
の
一
致
結
束
を
求
め
ま
し

た
。

記
念
表
彰
式
で
は
、『
中
国
経
済

産
業
局
長
表
彰
』、『
広
島
県
知
事
表

彰
』、『
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表

彰
』、『
広
島
県
商
工
会
連
合
会
会
長

表
彰
』
の
各
部
門
（
優
良
商
工
会
、

役
員
功
労
者
、
優
良
商
工
会
青
年

部
・
女
性
部
、
青
年
部
・
女
性
部
功

労
者
、
優
良
常
勤
役
職
員
）
の
表
彰

式
が
あ
り
、
陣
山
総
務
企
画
部
長
、

湯
闢
県
知
事
、
植
田
会
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
者
代
表
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
被
表
彰
者
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
た
広
島
県
央
商
工
会
の

有
原
保
夫
会
長
は
、「
こ
れ
を
契
機

に
健
康
に
留
意
し
、
自
己
研
鑽
に
励

み
、
こ
の
感
激
を
忘
れ
ず
地
域
の
振

興
・
発
展
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
」

と
新
た
な
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

第
一
部
の
最
後
は
、「
地
域
に
誇

り
と
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
今

こ
そ
二
万
五
千
会
員
の
総
力
と
英
知
を
結

集
し
、
こ
の
厳
し
い
局
面
を
乗
り
越
え
て

行
こ
う
」
と
、
壇
上
で
熱
く
語
っ
た
藤
岡

誠
治
県
青
連
会
長
の
力
強
い
発
声
に
よ
る

万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

﹇「
広
島
県
大
会
」
で
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
青
年
部
・
女
性
部
の
両
代

表
者
が
堂
々
た
る
主
張
発
表
﹈

第
二
部

主
張
発
表

第
二
部
で
は
、
今
年
度
の
「
主
張
発
表

広
島
県
大
会
」
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

青
年
部
・
女
性
部
の
両
代
表
者
に
よ
る
主

張
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
年
部
代
表

は
広
島
東
商
工
会
青
年
部
の
小
西
正
人
さ

ん
で
、
発
表
テ
ー
マ
は
『
青
年
部
活
動
と

受賞者を代表し表彰状を受取る広島県央商工会の有原保夫会長

広島県商工会青年部連合会　藤岡誠治会長
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地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
〜
園
芸
福
祉
で

子
育
て
支
援
〜
』。
女
性
部
代
表
は
三
次

広
域
商
工
会
女
性
部
の
山
村
恵
美
子
さ
ん

で
、
発
表
テ
ー
マ
は
『
女
性
部
活
動
と
地

域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
〜
小
さ
な
カ
ー

タ
ー
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
に
思
い
を
込
め
て
』。

最
初
に
登
壇
し
た
小
西
さ
ん
は
、
壇
上

の
テ
ー
ブ
ル
で
「
ふ
っ
〜
」
と
大
き
な
溜

息
を
漏
ら
し
、
気
持
ち
を
整
理
し
て
か
ら

発
表
を
開
始
。
た
だ
、
緊
張
感
が
抜
け
切

れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
出
だ
し
数
秒
で

お
も
む
ろ
に
発
表
を
中
断
。「
大
会
の
厳

粛
な
雰
囲
気
に
飲
み
込
ま
れ
た
」
と
言
う

小
西
さ
ん
。
照
れ
た
表
情
で
仕
切
り
直
し

を
求
め
る
と
、
場
内
か
ら
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
、
声
援
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
発

表
を
再
開
。
緊
張
感
が
和
ら
ぎ
県
大
会
以

上
に
手
振
り
を
大
き
く
し
た
り
、
声
の
抑

揚
に
変
化
を
付
け
た
り
し
て
、
思
い
の
丈

を
存
分
に
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
野
菜
を
育
て
る

「
キ
ッ
ズ
ヒ
ー
リ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
」
を
通

し
て
感
じ
た
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
や
、
こ
れ
か
ら
も
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
貢
献
し

た
い
思
い
な
ど
を
感
情
た
っ
ぷ
り
に
表
現

し
、
場
内
か
ら
二
度
目
の
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

「
一
週
間
前
に
急
き
ょ
原
稿
を
書
き
換

え
、
練
習
不
足
の
ま
ま
発
表
に
臨
ん
で
し

ま
っ
た
」
と
悔
み
つ
つ
、「
百
点
満
点
の

出
来
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
大
観
衆
の

前
で
青
年
部
の
活
動
を
発
表
さ
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
」
と
、

発
表
後
の
小
西
さ
ん
は
安
堵
の
表
情
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

小
西
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
た
女
性

部
代
表
の
山
村
さ
ん
は
、
県
大
会
と
同
じ

く
ウ
エ
ス
タ
ン
調
の
華
や
か
な
装
い
で
颯

爽
と
登
場
。
軈
黒
糖
入
り
カ
ー
タ
ー
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
カ
リ
ン
ト
ウ

軋
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ち
な
ん
だ
装
い
で
、
勝

負
服
を
身
に
ま
と
い
、
い
ざ
発
表
の
ス

テ
ー
ジ
へ
。

満
場
の
視
線
が
集
ま
る
中
、
鞄
の
中
か

ら
ス
ト
ー
リ
ー
の
主
役
、
カ
ー
タ
ー
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
を
ゆ
っ
く
り
取
り
出
す
な
ど
、
壇

上
の
テ
ー
ブ
ル
で
淡
々
と
発
表
の
準
備
を

こ
な
す
様
子
か
ら
、
山
村
さ
ん
の
落
ち
着

き
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
実
際
は
、

「
県
大
会
や
中
四
国
大
会
は
聴
衆
の
多
く

が
女
性
。
壇
上
か
ら
場
内
を
見
渡
し
た
時
、

あ
ま
り
の
男
性
の
数
の
多
さ
に
戸
惑
っ

た
」
と
か
。

そ
れ
で
も
自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
り
な
が

ら
、
静
か
に
発
表
を
ス
タ
ー
ト
。
ラ
ン

ナ
ー
種
と
呼
ば
れ
る
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
種
子

が
山
村
さ
ん
の
地
元
に
届
く
経
緯
か
ら
始

ま
る
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
使
っ
た
特
産
品
開

発
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
穏
や
か
な

喋
り
口
で
、
一
言
一
言
丁
寧
に
紹
介
。

「
式
典
そ
の
も
の
が
厳
か
で
、
袖
で
待
っ

て
い
る
間
は
緊
張
状
態
だ
っ
た
」。
そ
ん

な
心
境
を
微
塵
も
感
じ
さ
せ
ず
、
手
元
に

置
い
た
原
稿
に
目
を
落
と
す
こ
と
も
な
く

堂
々
と
発
表
を
終
え
ま
し
た
。

山
村
さ
ん
は
、
九
月
二
日
に
山
口
県
山

口
市
中
央
の
山
口
市
民
会
館
で
開
か
れ
た

「
平
成
二
十
二
年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大
会
」
で
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
。
晴
れ
て
全
国
大
会
へ

の
出
場
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
県
女
性

連
の
代
表
者
が
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で

優
勝
し
た
の
は
、
平
成
十
四
年
度
の
森
光

子
さ
ん
（
当
時
海
田
町
商
工
会
女
性
部
）

以
来
の
快
挙
。
十
一
月
二
十
五
日
（
木
）

に
茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
の
つ
く
ば
カ
ピ

オ
で
開
か
れ
る
「
第
十
二
回
商
工
会
女
性

部
全
国
大
会
ｉ
ｎ
い
ば
ら
き
」
の
主
張
発

表
大
会
全
国
大
会
に
、
山
村
さ
ん
は
中
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

青年部代表者の小西正人さん

女性部代表者の山村恵美子さん
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第
三
部
の
記
念
講
演
で
は
、
軈
痛
く
な

い
注
射
針

軋
の
開
発
な
ど
で
知
ら
れ
る
岡

野
工
業
株
式
会
社
の
岡
野
雅
行
代
表
社
員

（
社
長
）
が
、「
小
さ
な
会
社
の
大
き
な
挑

戦
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

高
い
技
術
力
で
不
可
能
を
可
能
に
し
、

軛
中
小
企
業
の
星

軋
と
呼
ば
れ
る
人
物
な

が
ら
、
そ
の
人
柄
は
実
に
気
さ
く
で
ざ
っ

く
ば
ら
ん
。
講
演
会
で
は
威
勢
の
良
い
江

戸
っ
子
口
調
か
ら
繰
り
出
す
家
族
の
話
や

自
身
の
生
い
立
ち
な
ど
、
ま
る
で
一
人
漫

談
の
よ
う
な
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
語
り
口
で
参

加
者
を
引
き
付
け
、
楽
し
ま
せ
た
岡
野
代

表
。
興
が
乗
る
に
連
れ
て
話
が
行
っ
た
り

来
た
り
す
る
な
ど
、
一
見
掴
み
ど
こ
ろ
が

な
い
よ
う
に
思
え
て
、
聴
く
人
の
た
め
に

な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
言
葉
の
端
々
か
ら
漏

れ
聞
こ
え
て
く
る
、
趣
の
変
わ
っ
た
講
演

会
と
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
孫
を
話
の
引
き
合
い
に
出
し
、

彼
の
生
い
立
ち
話
で
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
た

裏
に
は
、「
学
問
で
は
ご
飯
は
食
べ
ら
れ

な
い
」「
就
職
難
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
若

者
は
手
に
職
を
」
と
い
っ
た
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
。
自
身
の
若
か
り
し
頃
の
苦
労

話
で
会
場
を
沸
か
せ
た
裏
に
は
、「
人
生

何
ご
と
も
経
験
」「
無
駄
な
経
験
な
ど
一

つ
も
な
い
」
と
い
っ
た
エ
ー
ル
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

講
演
会
は
終
始
笑
い
が
絶
え
ず
、
会
場

の
ム
ー
ド
は
先
ほ
ど
ま
で
の
厳
粛
さ
と
は

打
っ
て
変
わ
っ
た
雰
囲
気
。
頻
繁
に
前
後

す
る
話
の
中
か
ら
、
長
年
の
経
験
に
基
づ

く
貴
重
な
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
こ
ぼ
れ
落

ち
て
く
る
の
が
岡
野
流
の
講
演
で
、
面
白

お
か
し
く
会
場
を
盛
り
上
げ
つ
つ
も
学
問

に
関
す
る
話
の
オ
チ
で
は
、「
周
囲
と
同

じ
こ
と
を
し
て
い
て
は
駄
目
」
と
若
手
中

堅
世
代
に
向
け
た
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
。

自
社
工
場
を
紹
介
し
た
話
の
オ
チ
で
は
、

「
太
る
の
は
簡
単
だ
が
、
ス
リ
ム
な
体
型

を
維
持
す
る
の
は
難
し
い
。
だ
が
、
太
っ

て
か
ら
痩
せ
る
の
は
さ
ら
に
難
し
い
」
と

自
身
の
信
条
を
述
べ
、
身
の
丈
に
あ
っ
た

経
営
の
重
要
性
を
示
唆
し
ま
し
た
。

熱
中
の
あ
ま
り
大
幅
に
時
間
オ
ー
バ
ー

し
た
講
演
の
最
後
に
、
岡
野
代
表
は
不
景

気
に
悩
む
今
の
中
小
企
業
者
に
対
し
、

「
人
と
違
う
こ
と
ば
か
り
好
ん
で
や
っ
て

き
た
せ
い
か
、
今
の
自
分
に
不
景
気
は
関

係
な
い
」
と
生
き
残
り
の
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
語
り
、
高
い
目
標
意
識
を
持
っ
て
自
由

な
発
想
で
新
分
野
へ
の
挑
戦
を
目
指
し
て

ほ
し
い
と
訴
え
、
講
演
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

商
工
会
は
昭
和
三
十
五
年
の
商
工
会
法

制
定
以
来
、
五
十
年
に
わ
た
っ
て
、
一
貫

し
て
、
地
域
中
小
企
業
の
振
興
発
展
な
ら

び
に
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
商
工
会
地
域

は
、
若
年
層
の
流
出
に
よ
る
人
口
減
少
と

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
、
基
幹
的
な
産
業

で
あ
る
農
林
水
産
業
の
衰
退
に
よ
り
、「
地

域
力
」
が
急
速
に
低
下
し
て
お
り
、
そ
れ

が
地
域
格
差
の
拡
大
と
い
う
形
で
顕
在

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
企
業

が
元
気
で
、
地
域
住
民
の
笑
顔
が
溢
れ
る

軛
ま
ち

軋
に
す
る
た
め
に
、
商
工
会
が
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
会
員
事
業
者
や
住

民
を
先
導
し
、
地
域
へ
の
誇
り
と
活
力
を

取
り
戻
す
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
商
工
会
な
ら
び
に
商
工
会

連
合
会
で
は
、
商
工
会
法
施
行
五
十
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
た
め
の
商

工
会
に
原
点
回
帰
し
、「
巡
回
訪
問
」
を

商
工
会
の
使
命
、
最
大
の
事
業
と
し
て
位

置
づ
け
、
ま
た
、
地
域
再
生
の
担
い
手
と

し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活
動
」
を
積

極
的
に
展
開
す
る
た
め
、「
あ
な
た
に
、

と
こ
と
ん
。」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
、
会
員
な
ら
び
に
、
役
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
地
域
が
元
気
で
、
み
ん
な
が

笑
顔
に
な
る
行
動
を
お
こ
す
こ
と
と
し
た
。

こ
こ
に
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
元
気

な
経
営
、
笑
顔
の
ま
ち
へ
、
商
工
会
は
全

力
で
進
み
ま
す
。」
と
掲
げ
、「
商
工
会
法

誰も真似出来ない鈴を見せる岡野雅行さん

﹇  
中
小
企
業
の
星  

、  

痛
く
な
い

注
射
針  

で
有
名
な
岡
野
雅
行
氏

が
記
念
大
会
に
花
を
添
え
る
﹈

第
三
部

記
念
講
演

商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念

決
意
表
明

決
意
表
明

団体割引適用で、一般契約に比べ割安

加入時の医師の診査は原則不要。いつでも加入できます。

有利な保険料1

てん補期間は最長１年間（免責期間７日間）ロングな補償2

国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償ワイドにサポート3

天災が原因のケガによる休業も補償安 心 の 補 償4

簡 単 手 続 き5

病気やケガで働けない間、最高１年間月々の所得をワイドに補償します。

〒730-0031 広島市中区紙屋町2-2-2　紙屋町ビル２階
店頭営業時間 ： 平日 午前９時30分～午後５時30分
定休日 ： 土・日・祝日

ホームページ ： h t tp : / /www. j t b . co . j p / shop /h i r o sh ima /

お 問 い 合 わ せ・ご 相 談 は

JTB中国四国　法人営業広島支店

１泊２日の温泉旅行から、海外旅行、宿泊手配、各種大会の運営まで、JTBは幅
広くサポート致します。国内・海外への移動、宿泊・食事・観光のすべてが旅
行業です。人が動けば、是非ご相談下さい。弊社が迅速にお手伝い致します。

TEL 082（542）2711
FAX 082（542）2738

人が動けば、JTBへ
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施
行
五
十
周
年
記
念
商
工
会
広
島
県
大

会
」
を
開
催
し
、
経
営
改
善
普
及
事
業
等

の
功
労
者
を
称
え
る
と
と
も
に
、
県
内
二

万
五
千
会
員
の
総
力
と
英
知
を
集
結
し
、

地
域
の
総
合
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
誓

う
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
躍
進
を
期
し
て

決
意
表
明
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

１．
（
ひ
と
つ
）
中
小
・
小
規
模
企
業
施
策

の
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。

１．
（
ひ
と
つ
）
生
活
の
場
と
し
て
の
地
方

の
活
力
の
再
生
を
図
り
ま
す
。

１．
（
ひ
と
つ
）
巡
回
訪
問
の
強
化
等
に
よ

る
会
員
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

１．
（
ひ
と
つ
）
商
工
会
は
次
な
る
五
十
年

に
向
け
て
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

最低賃金改定のお知らせ

最低賃金に算入しない賃金
（1）精皆勤手当、通勤手当、家族手当
（2）時間外、休日及び深夜の割増賃金
（3）臨時に支払われる賃金及び１か月を超える期間ごとに支払われる賃金

広島県最低賃金は、県内の事業場で働くすべ
ての労働者に適用されます。

※特定の産業で働く労働者については、広島県最低賃金よりも金
額の高い産業別最低賃金が適用される場合があります。

最低賃金についてのお問い合わせは、広島労働局賃金室又は最寄
りの労働基準監督署へ

広島労働局賃金室
広島中央労働基準監督署
呉労働基準監督署
福山労働基準監督署
三原労働基準監督署

TEL082-221-9244
TEL082-221-2460
TEL0823-22-0005
TEL084-923-0005
TEL0848-63-3939

尾道労働基準監督署
三次労働基準監督署
広島北労働基準監督署
廿日市労働基準監督署

TEL0848-22-4158
TEL0824-62-2104
TEL082-812-2115
TEL0829-32-1155

年齢、性別、雇用形態〔常用・臨時・パート・アルバイト等〕、支払
形態〔月給・日給・時給等〕の別を問いません。

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も
最低賃金周知・広報キャッチフレーズ

時間額 704 円 です。

広島県最低賃金は
平成22年10月30日から

（平成22年10月29日までは、692円です。）

織
強
化
、
業
界
の
振
興
発
展
に
尽
力
し
た

人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
昭
和
五
十
三
年

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
田
会
長
は
現
在
八
〇
歳
、
三
次
市
三

良
坂
町
で
六
〇
年
以
上
に
渡
っ
て
鉄
工
業

一
筋
に
精
励
。
経
営
者
と
し
て
そ
の
手
腕

を
発
揮
す
る
と
同
時
に
、
三
良
坂
町
商
工

会
長
、
三
良
坂
町
議
会
議
員
と
し
て
長
年

幅
広
く
活
動
。
地
域
商
工
業
者
は
も
と
よ

り
、
地
域
住
民
の
生
活
向
上
に
も
多
大
な

貢
献
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
平
成
十
九
年
四
月
の
三
次
広

域
商
工
会
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
三
次

市
内
七
商
工
会
の
合
併
調
整
な
ど
で
そ
の

指
導
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
。
そ
の
結
果
、

絶
大
な
信
頼
を
得
て
合
併
商
工
会
の
初
代

会
長
に
就
任
し
、
今
な
お
地
域
商
工
業
者

の
発
展
と
地
域
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

沖
田
会
長
は
こ
の
た
び
の
受
賞
を
、

「
真
面
目
に
こ
つ
こ
つ
や
っ
て
き
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
」
と
喜
ぶ
と
と
も
に
、

「
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地

域
で
は
、
地
域
活
性
化
の
担
い
手
で
あ
る

商
工
会
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
」
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
「
中
小
企
業
振
興
功
労
者
表

彰
」
の
表
彰
式
が
八
月
三
日
、
広
島
県
庁

で
行
わ
れ
、
三
次
広
域
商
工
会
の
沖
田
光

治
会
長
（
沖
田
鉄
工
所
会
長
）
を
始
め
三

人
の
受
賞
者
に
湯
闢
英
彦
広
島
県
知
事
か

ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
広
島
県
内
の
中
小
企
業
者

と
そ
の
関
係
者
で
、
経
営
の
合
理
化
・
技

術
の
向
上
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
商
工
会
等
の
中
小
企
業
団
体
の
組

記念撮影に臨む沖田会長

﹇
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平

成
二
十
二
年
度
中
小
企
業
振
興
功

労
県
知
事
表
彰
を
受
賞
﹈

沖
田
会
長
に
県
知
事
表
彰

蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六
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詳しくは商工会へお問い合わせ下さい。 

こんな時でも安心。 

掛金・共済金は、年齢・性別 
・職種に関係なく一律！ 

充実した入院・通院補償！ 

手術にも手厚い補償！ 

１日あたり約65円 
（A・Bタイプ）でビッグな補償 
とワイドな内容を実現！ 

医療特約の追加で、 
疾病入院の場合、 
1日目からお支払い！ 
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